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いざ!いざ!いざ! 防 災
̶ 使える防災情報コラム ̶

『リチウムイオン電池とは』 管内で発生したリチウムイオン電池が
起因する火災の事例を紹介します。

リチウムイオン電池による火災
～火災に至るメカニズム～ 消防用設備等の点検・報告を行っていますか？

　身近にある小型家電製品には、リチ
ウムイオン電池が内蔵され使われて
いるものが多くあります。リチウムイ
オン電池は小型で軽量、バッテリー持
ちの良さが特徴です。しかし、リチウム
イオン電池は衝撃や熱に弱く、電池内
部で化学反応が起き、発煙または発火
することもあります。全国でもリチウム
イオン電池等の充電式電池に起因す
る火災は増加傾向にあります。

　消防用設備等の点検とは、火災時に備えて設置されている
消火器やスプリンクラー設備、自動火災報知設備などが正常に
機能するかどうかを定期的に確認することです。点検をするこ
とで、万が一の火災時に機器が確実に作動し、火災による被害
を最小限に抑えるための重要な措置です。

『どんな製品で使ってる？』

コードレス掃除機スマートフォン

電動ドライバーデジタルカメラ

ヘッドフォン

電動歯ブラシ

『火災に至るメカニズム』
　正極と負極それぞれ
２つの物質が交わらな
い様に仕切りで区切ら
れています。
　何らかの原因で２つ
の物質が交わること
で内部で短絡が起きます。この短絡に
よる電池温度上昇、発熱、内部燃焼を
経て発煙・発火に至ることがあります。

リチウムイオン電池
画像イメージ

『原因について』
 ・ 衝撃による破損
 ・ 劣化により本体が発熱やガスにより膨張
 ・ 高温環境により内部でガスが発生
 ・ 液漏れにより引火や発火

モバイルバッテリーからの出火
　炎天下で高温となった車内に放置し
たことでモバイルバッテリーの内部が
膨張、変形し、短絡して火災となった。

CASE.1CASE.1CASE.1

廃棄された小型家電製品から出火
　リチウムイオン電池と小型家電製品
を分別せずに廃棄し、処理の過程で衝
撃等が加わり火災となった。

CASE.3CASE.3CASE.3

ハンディーファンからの出火
　充電中に本体が破裂し炎が噴き出
し火災となった。原因は海外製のリチ
ウムイオン電池で、バッテリー内部で
短絡し火災となった。製造時の品質管
理は不明であった。

CASE.2CASE.2CASE.2

～火災の予防策～

火災防止の3つの約束
①使用方法を守ること
落下させない、濡らさない、高温環
境下に放置しない、説明書どおり使
用する。

②信頼できる製品を購入すること
このマークが付いているか確認し
ましょう。

「PSEマーク」
マークがあることで製品が電気用品安
全法に基づく安全基準を満たしている
ことが示されていることが一目でわか
ります。

③異常に気づいたらすぐに使用
を止める
・ 製品が発熱してきた
・ 電池が膨張してきた
・ 異音がする…etc

処分方法について
　清掃センター等で火災が発生した
場合、ゴミの収集等、私たちの生活に
支障をきたす可能性があります。
　リチウムイオン電池を処分するとき
は自治体の処分方法に従い、処分して
ください。

消防用設備等の点検ってなに？

　不特定多数が出入りするお店や病院などの特定防火対象物
や一定規模の事務所、工場や共同住宅などで一般的な住宅を
除く建物には消防用設備等の設置が義務付けられています。
また、設置されている建物の所有者等はこの消防用設備等を
点検して最寄りの消防署に報告を忘れずに行ってください。

どんな建物が対象？

・ 設備に破損がないか、設置場所は適切か？
・ 火災時に、正常に作動するか？
・ 配線や作動確認、連動のチェックなどを点検します。

どんな点検するの？

・ 機器点検は6ヶ月に1回実施します。
・ 総合点検は1年に1回実施します。

特定防火対象物

◯

◯

1年に1回

点検
機器点検

（6ヶ月に1回）
総合点検

（1年に1回）
最終点検後

おおむね15日以内点検結果報告

非特定防火対象物

◯

◯

3年に1回
点検結果報告は最寄りの消防署に直接、郵送又は、電子申請で報告してください。

どれくらいの頻度で点検・報告するの？

　点検や報告を怠った場合、行政指導や命令、罰則の対象とな
ることがあります。事業所を訪れた方や従業員の方の命や財産
を守るため確実に点検と報告を行いましょう。

点検報告をしないとどうなる？

主な設備には以下のものがあります。
・ 消火器
・ 自動火災報知設備
・ スプリンクラー設備

どんな消防用設備等が対象？

・ 屋内・屋外消火栓設備
・ 誘導灯・誘導標識
・ 非常放送設備…etc

特定防火対象物
飲食店・百貨店
ホテル・病院など

非特定防火対象物
事務所・工場など

点検後の報告を
行いましょう

　アプリからイラストや写真を用いた案内により、対象となる消防用設備等
が消防法令に規定する点検の基準に適合しているかどうかを確認します。そ
の点検結果を消防法令に定められた報告書様式のPDFファイルとして出力
することができるものです。

消防用設備等点検アプリ

総務省消防庁へリンク

対　　象
⑴65歳以上の方のみの世帯
⑵身体等に障害があり自ら設
置することが困難な方のみ
の世帯
⑶その他、自ら設置すること
が困難と認められる世帯

申　　込
最寄りの消防署・分署
にご連絡ください

確 認 事 項
住宅用火災警報器は
ご自身で準備してくだ
さい

取付け当日は立ち合い
をお願いします

住宅用火災警報器の取付けを消防署員がお手伝いします！住宅用火災警報器の取付けを消防署員がお手伝いします！

事業所の方へ

住民の皆さんへ
郡山消防YouTubeチャンネル：

燃焼実験

郡山地方広域
消防組合ウェブ
サイトへリンク


